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査通事故相飯 田

9月28日 〈火}

市役所市民相談室

10時-15時
なるべ，a叡に関係のあ

る.刻~ζ持.下さい

県，(.>!こ練習をしているグループの皆さん

身体障害者

ギターのIr-プ

制戸時司回開ーー-

1";"守

O 

〈

ζ

ζ

を

と

じ

て

く

だ

さ

b、
) 

O 

心の通じあう仲間で
木場郷のバールハイム〈身体隊‘者の職業I!噂と自

立更正を目的とした'値段〉の禽辺からさわやかは歓風

とと もにギターの調ぺが偲えてきます.

単調な省誕生活の'"かに お互いの心の通じあう仲間

でギターグループ〈小川剛啓さん外?人〉 を5JJ6B

Kっくり、はや〈も 4カ月にはりました.

グループは、旬温水唱B夜 人材ギター合奏団団長

申込治之先生の借噂で紅-.M簡み納心に練習してい

ます.

自頃の手仕事のIIIfflさも加わって上連色阜〈、 6劉

をマスターしました.

ζれかももレパートリ 【をふやして将来ほお年記留り

などの緒段会慰問したいと張切勺ています.
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全国交通安全運動

しょ交通事故を追放しま

3 0日

交
通
事
故
は
減
少
し
た
と
叫
ば

れ
て
い
ま
す
が
、
毎
日
の
よ
う
に

新
聞
紙
上
を
に
ぎ
わ
し
て
い
ま
す

市
内
で
は
四
十
九
年
に
五
人
、

五
十
年
に
七
人
、
今
年
は
八
月
末

現
在
で
、
す
で
に
六
人
も
の
尊
い

生
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
先
も
秋
の
行
楽
シ
ー

ズ
ン
を
控
え
、
ま
す
ま
す
交
通
事

故
の
多
発
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

車
を
運
転
す
る
人
も
、
自
転
車

に
乗
る
人
も
、
道
を
歩
く
人
も
、

一
人
一
人
が
交
通
ル

l
ル
を
守
っ

て
交
通
事
故
の
な
い
楽
し
い
町
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

今
回
の
重
点
目
標
は
次
の
と
お
り

で
す

①
歩
行
者
・
自
転
車
利
用
者
の
事

故
防
止
。
特
に
子
供
と
老
人
を

交
通
事
故
か
ら
守
る
。

・
歩
行
者
は
マ
横
断
歩
道
外
や
車

の秋

9月 21日

一
皇
太
子
ご
夫
妻
佐
賀
国
体
へ
一

一

む

帰

り

は

長

崎

空

港

か

ら

一

一
九
月
二
十
日
佐
賀
国
体
へ
ご
出
席
の
皇
太
子
ど
夫
妻
は
、
一

一
長
崎
空
港
か
ら
ど
帰
京
に
な
ら
れ
ま
す
o

一

一
お
見
送
り
の
方
は
午
後
五
時
二
十
分
ま
で
に
空
港
の
一
駿
一

一

奉

送

迎

場

所

へ

お

出

か

け

下

さ

い

。

一

⑨ 

下

水

道

伸

ば

す

の
直
前
・
直
後
の
横
断
、
道
路

へ
の
飛
び
出
し
は
や
め
ま
し
ょ

，っ。
-
自
転
車
利
用
者
は
、
体
に
あ
っ

た
自
転
車
で
‘
点
検
整
備
を
念

入
り
に
し
て
安
全
な
乗
り
方
を

し
ま
し
ょ
う
。

-
車
か
ら
歩
行
者
、
自
転
車
利
用

者
を
み
た
ら
通
り
す
ぎ
る
ま
で

は
目
を
離
さ
ず
徐
行
し
て
通
り

古
?
し
ょ
・
っ
。

②
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
を

防
止
す
る

0

0
「
三
な
い
運
動
」
を
徹
民
し
ま

郷

土

世
間

つ

l，-

し
よ
う
。

イ
酒
を
の
ん
だ
ら
絶
対
に
車
を

運
転
し
な
い

ロ
車
を
運
転
す
る
前
に
は
絶
対

に
酒
は
の
ま
な
い

ハ
車
を
運
転
す
る
人
に
は
絶
対

に
酒
を
の
ま
せ
な
い

③
運
転
者
な
ど
を
保
護
す
る
た
め

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
着
用
を
推
進
す
る

・
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
ま
た
大
き

な
事
故
を
小
さ
く
す
る
た
め
、

着
用
し
ま
し
ょ
う
。

言主吉
宮r

自
転
車
盗
難
げ
い
こ
注
意

出、

最
近
、
市
内
で
自
転
車
ド
ロ
ボ

ー
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
が
、

乙
の
ほ
と
ん
ど
が
無
登
録
の
自
転

車
で
す
。

自
転
車
を
購
入
さ
れ
た
と
き
は

必
ず
防
犯
登
録
を
し
て
下
さ
い
。

登
録
を
し
ま
す
と

@
ド
ロ
ボ
ー
な
ど
の
被
害
に
か
か

り
に
く
い

@
被
害
に
か
か
っ
た
場
合
の
被
害 ず

防

を

，lZ!( 
.s:己

犯

S棄

回
複
が
早
い

な
ど
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

登
録
は
購
入
時
に
各
自
転
車
自

に
申
込
む
と
簡
単
に
で
き
ま
す
。

登
録
料
金
は
二
百
円
で
す
。

ま
た
将
一
録
を
し
で
い
ま
す
と
保

障
期
間
内
の
盗
難
証
明
な
ど
の
際

も
便
利
で
す
。

大
村
警
察
署

自
転
車
商
協
同
組
合
大
村
支
部

f
J
ray
-
-
J
2
、f
'
z
p
、・
J.
、，，、
=
z
，、r
e
-
-
r
p
F
2
2
、，・
J
，B
、・
f

・a
F
E
z
-
t
r
J
・・

不
幸
の
手
紙
は
迷
信

最
近
、
再
び

「
不
幸
の
手
紙
」

が
流
行
し
は
じ
め
ま
し
た
。

も
し
、
皆
さ
ん
方
の
家
庭
に
き

た
ら
、
次
の
よ
う
に
処
分
し
て
下

大」い。
O

不
幸
の
芋
紙
は
科
学
的
に
根

拠
の
な
い
迷
信
で
す
か
ら
信
用

し
な
い
こ
と
。

O

不
幸
の
手
紙
を
受
取
っ
た
と

き
は
な
る
べ
く
破
り
捨
て
る
こ

ん」。

二
手
紙
を
破
り
捨
て
る
こ
と
に

破
り
捨
て
ま
し
ょ
う

不
安
の
あ
る
人
は
警
察
(
防
犯

係
、
派
出
所
、
駐
在
所
)
に
提

出
す
る
。

O

郵
便
配
達
員
か
ら
直
接
受
取

る
と
き
は
.
そ
の
場
で
配
達
員

に
受
取
り
ぞ
拒
否
し
て
差
し
支

え
あ
り
ま
せ
ん
。

O
郵
便
受
け
に
入
っ
て
い
た
時
は

付
せ
ん
に
受
取
り
拒
否
と
書
き

署
名
、
な
つ
印
し
て
、
は
が
き

に
は
り
付
け
ポ
ス
ト
に
入
れ
て

下
さ
い
。
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一
家
出
防
止
特
別
月
間
一

'
空
き
家
の

管

理

は

十

分

に

大
き
な
事
故
も
な
く
長
い
夏
休

み
が
終
り
、
子
供
た
ち
は
ま
っ
黒

に
日
焼
け
し
て
元
気
に
学
校
に
通

っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
九
月
は
休
み
中
の
遊

び
ぐ
せ
が
ぬ
け
き
ら
ず
、
学
校
を

怠
け
た
り
、
夜
遊
び
を
す
る
な
ど

非
行
化
し
や
す
い
危
険
な
季
節
で

も
あ
り
ま
す
。

中
で
も
少
年
の
家
出
が
一
番
多

い
月
で
も
あ
り
ま
す
。

警
察
で
は
九
月
一
日
か
ら
三
十

日
ま
で
を
家
出
防
止
特
別
月
間
」

と
し
て
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま

す。
ま
た
、
市
内
を
回
っ
て
み
ま
す

と
数
多
く
の
空
き
家
が
散
在
し
て

い
ま
す
。

b 乏;おお市政だより(3) 

理

想

の

都

市

。

つ

く

り

空
き
家
で
は
、
今
で
も
喫
煙
、

不
純
異
性
交
遊
、
シ
ン
ナ
ー
吸
入

家
出
な
ど
少
年
非
行
の
場
(
溜
り

場
)
と
し
て
使
用
さ
れ
た
事
例
が

多
く
、
今
後
も
非
行
の
場
と
し
て

問
題
と
な
り
ま
す
。

A
空
き
家
の
所
有
者
は
、
子
供
た

ち
が
出
入
で
き
な
い
よ
う
に
十

分
管
理
し
て
、
定
期
的
に
監
視

を
行
っ
て
下
さ
い
。

ム
ま
た
家
出
ら
し
い
不
審
な
少
年

を
発
見
さ
れ
た
ら
、
す
ぐ
通
報

し
て
下
さ
い
。

(
通
報
先
)

A
警
察
署

③
ー
一
一
一
一
一
一
六

ム
少
年
セ
ン
タ
ー

② 

四

ス
ポ
ー
ツ
行
事
に
補
助

9
月

沼

田

l
m
月
対
一
日

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
健
康
を
増

進
す
る
た
め

一体
育
の
日
」
を
中

心
と
し
て
「
市
民
ス
ポ
ー
ツ
月
間
」

を
実
施
し
ま
す
。

~

第

行

田

市

ス

ポ

ー

ツ

少

年

団

ザ

い

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

大

会

(

(

中

学

生

男

・

女

)

~

~
期
日
十
月
二
十
三
日
(
土
)
申
込
期
日
十
月
九
日
(
土
)
ゾ

ザ

午

後

二

時

か

ら

十

月

二

申

込

先

市

体

育

課

凡

~

十

四

日

(

日

J

ま
で
※
要
項
、
申
込
書
な
ど
は
、
登

V

九

場

所

市

民

体

育

館

録

団

体

へ

直

送

し

ま

す

o

d

ー

へ

大

村

小

学

校

体

育

館

γ

玖

島

中

学

校

体

育

館

小

爪
ご
う
f
-
J
3
3
=
〈
〈
〈
J
-
う
一
〈
一
'
r
，
一
句
、
〉
ご
、
百
二
〈
、
-
r九

九
T

均
一
一
十
五
日

i

十け
れ
二
十
四
日

要
領
町
内
会
、
公
民
館
、
職
場

団
体
な
ど
で
ス
ポ
ー
ツ
行
事
を

実
施
さ
れ
る
場
合
、
計
画
書
を

提
出
し
て
も
ら
い
検
討
の
う
え

期
間

行

政

相

談

週叩

月

刊

行
政
管
理
庁
の
行
政
相
談
は

公
正
な
第
三
者
の
立
場
か
ら
皆
さ

ん
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
、
納
得

で
き
な
い
、
手
続
き
な
ど
わ
か
ら

な
い
:
:
:
な
ど
、
役
所
に
対
す
る

補
助
金
を
交
付
す
る
予
定
で
す

提
出
期
限
十
月
六
日
(
水
)

提
出
先
市
体
育
課

※
詳
し
く
は
市
体
育
課
へ
。

円日

|臼j
日

23 
日

E2LF二r、
Jz
Jt，J、，t正、J-epftf一もf
三一、43ごe，
i
‘、f'，，f5ご、J、一三JEEJ
'tr、J
-hr，J-J
一二ご
官、ft't
J
一〉
F
三一tp
一二
ご4
、J一
二，t
Jこ
‘J
42-tp=一二，‘、f'
''tz
f
、J三、432p，
i
、f，，，ttJFa

露

畿

騒

騒

大

村

一

口

同

校

二

年

生

一

二
臨
誼
輔
警
酬
額
醐
翻
輔
酷
臨
醐
醐
闘
鱒

議
溜
議
議
鶏
醐
翻
ポ
l
ラ
・
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
マ
ン
さ
ん

~
畿
開
三
~
…
一一べ一一

べ

三

機

騒

麟

醐

醐

ノ

~

品

購

襲

撃

脳

障

麟

ロ

ー

タ

リ

ー

青

少

年

交

換

学

生

と

し

て

い

A

融
機
機
融
機
購
繍
瀦
組
編
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
青
少
年
交
換
所
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
o

事

を

し

ま

す

。

品

臨
画
園
掴
開
醐
融
娘
一
川
町山
一一山一日

ztY1説
園

田

園

圃

圃

圃

園

田

園

圃

圃

睡

眠

葺

酷

提

山

九
鱗
閥
次
一
J
J
W
……¥一一一一一……
vti圃
圏
圃
眼
底
経
学
生
と
し
て
、
大
村
ロ

l
タ

リ

ー

ポ

l
ラ
・
マ
ン
さ
ん
は
、
会
員
彼
女
は
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
が
中
九

v

欝
日
勺
論
調
繍
鱗
ク
ラ
ブ
(
前
田
昭
雄
会
長
・
会
員
で
片
町
の
本
田
嘉
彦
さ
ん
宅
に
寄
々
得
意
で
、
朗
ら
か
な
性
格
で
す
~

開
園
輯
轍
醐
醐
翻
醐
慰
機
齢
齢
鱗
欄
五
十
一
人
)
が
引
受
け
ら
れ
、
ア
宿
、
大
村
高
校
二
年
に
在
籍
し
て
一
年
間
市
民
の
仲
間
入
り
を
し
川

J

覇
掴
闘
組
踊
醐
醐
闇
蝿
闇
顕
震
醗
輯
醐
襲

調
輔
国
闇
臨
融
関
輔
髄
闇
購
髄
鰻
メ
リ
カ
・
オ
ハ
イ
オ
州
西
キ
ャ
ロ
毎
日
弁
当
持
参
で
通
学
し
て
い
ま
て
会
員
の
家
庭
を
回
り
、
日
本
の
い

二
組
臨
蹴
醐
園
圃
闇
醐
臨
臨
輔
輯
醐
醐
醐
醐
醐
襲

額
融
翻
躍
贈
翻
輔
輔
騨
鞘
槻
ル
ト
ン
市
か
ら
、
ポ
l
ラ
・
マ

l

す

。

風

習

な

ど

を

学

び

、

お

茶

と

踊

り

ゾ

ヘ
綴
鰯
猶
癒
搬
潟
濁
箔
錦
繍
綴
線
灘
翻
繍
翻
憩
翻
路
線

m

警
護
費
盟
諸
事
襲
審
議
輯
覇
軍
費
菌
製
ガ
レ
ッ
卜
・
マ
ン
さ
ん
(
十
七
歳
)
家
庭
で
は
、
日
本
食
も
好
ん
で
を
習
得
し
た
い
と
い
っ
て
い
ま
す
(

ν

登

校

す

る

山

J

ポ

!

一

フ

・

マ

ン

さ

ん

と

か

来

大

し

、

八

月

二

十

四

日

市

役

食

べ

、

は

し

も

上

手

に

使

っ

て

食

~

t

会
員
の
本
田
さ
ん

旬
、
J
=
3
1
4
c
r
-
ご
=
J
〉
、
，
=
三
t
f
a
，
f
e
-
f
J
〉
、
E
z
-
-
t
J
J
2
2
3
1
-
九
-
-
-
r
z
J
J
-
ご
ら
ー
く
f
r
-
J
〉
-
-
z
.
、三
-
t
f
J
-
2
2
〉
三
ご
ろ
〈
J
J
J
〉
ご
ち
)

苦
情
や
相
談
、
意
見
が
あ
る
方
は

お
気
軽
に
ど
連
絡
下
さ
い
。

連
絡
先

長
崎
市
岩
川
町
一
六
番

一
六
号

長
崎
行
政
監
察
局

血
⑬
三
四
一
四
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(4) りむおお

出かせぎ者と

市政だより

ん留守家族の皆さ ノ¥

長崎県出かせぎ援護協会

出
か
せ
ぎ
者
並
び
に
留
守
家
族

の
皆
さ
ん
、
い
か
が
お
暮
し
で
し

ょ
う
か
。

皆
さ
ん
は
、
出
か
せ
ぎ
先
で
の

事
故
や
病
気
、
ま
た
は
家
族
と
の

別
居
生
活
に
伴
う
悩
み
な
ど
、

沢

山
の
問
題
を
か
か
え
て
お
ら
れ
る

乙
と
と
思
い
ま
す
。

乙
の
よ
う
な
災
難
や
悩
み
事
で

困
っ
て
い
る
人
た
ち
の
た
め
に
、

暖
か
い
援
助
の
手
を
さ
し
の
べ
る

た
め
つ
く
ら
れ
て
い
る
の
が
「
長

崎
県
出
か
せ
ぎ
援
護
協
会
」
で
す

本
協
会
の
主
な
事
業
は
、
弔
慰

金
及
び
各
種
見
舞
金
の
給
付
で
す

が
、
そ
の
ほ
か
出
か
せ
ぎ
者
の
皆

さ
ん
が
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
、

い
ろ
い
ろ
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す

昭
和
四
十
八
年
四
月
に
設
立
以

来
、
多
く
の
方
々
に
対
し
援
助
の

手
を
さ
し
の
べ
て
き
ま
し
た
が
、

出
か
せ
ぎ
者
の
な
か
で
、
ま
だ
会

員
に
な
っ
て
い
な
い
方
が
沢
山
お

ら
れ
ま
す
。

出
か
せ
ぎ
者
の
方
々
が、

元
気

に
仕
事
を
終
え
て
、

懐
か
し
い
家

族
の
元
へ
帰
ら
れ
る
乙
と
を
お
祈

全
国
民
生
委
員
山児
童
委
員

協
議
会
長
か
ら
表
彰
状

中
地
区
民
生
委
員
協
議
会

九
月
二
日
岩
手
県
盛
岡

市

で

で
優
良
民
生
委
員
協
議
会
と
し

開
催
さ
れ
た
昭
和
五
十
一
年
度
て
中
地
区
民
生
委
員
協
議
会
が

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
総
会
晴
れ
の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

⑨ 

下

水

道

造

て

守

つ

り
す
る
も
の
で
す
が
、
生
身
の
人

閣
の
こ
と
で
す
。

い
つ
思
わ
ぬ
災
害
に
あ
わ
な
い

と
も
限
り
ま
せ
ん
。

ま
だ
協
会
に
加
入
し
て
い
な
い

方
は
、
一
日
も
早
く
会
員
と
な
ら

れ
る
乙
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

入
会
費
は
一
年
に
三
百
円
で

、

加
入
に
つ
い
て
は
‘
市
役
所
、
ま

た
は
安
定
所
で
代
行
し
て
い
ま
す

思
典
は

一
、
死
亡
し
た
時
五
十
万
円

二
、
大
け
が
、
病
気
な
ど
で
働
け

な
く
な
っ
た
時
三
十
万
円

三
、
け
が

、
病
気
で
休
業
し
た
時

一
カ
月
以
上
三
カ
月
未
満

三
万
円

三
カ
月
以
上
六
カ
月
未
満

四
万
円

五
万
円

六
カ
月
以
上

回
、
そ
の
他大

村
公
共
職
業
安
定
所

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

施
設

の
建
設
な
ど
に
融
資

簡
易
保
険
は、

大
正
五
年
十
月

一
日
か
ら
無
診
査
、
月
掛
、
集
金

を
特
徴
と
し
た
国
営
の
生
命
保
険

と
し
て
創
設
さ
れ
、
全
国
の
郵
便

局
で
、
そ
の
取
扱
い
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

以
来
六
十
年
、

郵
便
局
の
簡
易

保
険
と
し
て
広
く
皆
様
に
愛
さ
れ

親
し
ま
れ
、
利
用
さ
れ
た
結
泉
、

現
在
総
加
入
件
数
五
千
万
件
、

契

約
高
は
二
十
八
兆
円、

資
金
総
額

は
七
兆
円
を
超
え
て
い
ま
す
。

乙
の
簡
保
資
金
は
、
加
入
者
の

大
切
な
財
産
と
し
て
市
町
村
な
ど

ろ

暮

し

と

自

然

'つ

間
月
は
簡
易
保
険
湾
問

の
地
方
公
共
団
体
を
は
じ
め
、
公

社
、
公
庫
、
公
団
な
ど
政
府
機
聞

に
融
資
さ
れ
.
住
宅
や
道
路
、
学

校
、
交
通
機
関
な
ど

皆
様
の
生

活
に
結
び

つ
い
た
身
近
な
生
活
環

境
の
整
備
拡
充
に
役
立
っ

て
い
ま

当
市
に
は
、
五
十
年
度
中
K
義

務
教
育
施
設
建
設
、

公
営
住
宅
建

設
、
農
業
基
盤
整
備

、
森
園
公
園

新
設
工
事
な
ど
に
二
億
五
千
三
百

万
円
が
融
資
さ
れ
、
現
在
ま
で
の

融
資
額
の
累
計
は
十
四
億
三
千
二

百
五
十
万
円
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す

ア

パ

ー

ト

な

ど

に

入

居

さ

れ

て

い

る

方

へ

郵
便
局
で
は
、

郵
便
物
の
配

と
を
置
か
な
い
で
下
さ
い
。

達
業
務
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
二
、

郵
便
受
箱
に
は
必
ず
氏
名

公
・

私
営
の
高
層
ア
パ
ー

ト

に

を

掲
示
し
て
下
さ
い
。

入
居
さ
れ
る
万
に
、

次
の
よ
う
三
、

転
居
の
際
に
は
必
ず
郵
便

な
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す

局
に
も
転
居
届
を
出
し
て
下

一、

郵
便
受
箱
の
設
置
場
所
に

さ
い。

は
空
間
を
あ
け
、

自
転
車
な

へ

l
i
l
l1I
l
li
-
-
l
iA
け
日
リ
υハ
リ
八

川

H
H
U八
川
υ八
日
川

HHHHuy
--
l
l
lliii11
1ll

J

叩
月

1
日
に
生
一
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
に

記

念

品

を

贈

り

ま

す

郵
便
局
で
は
、
今
年
十

月

一

ま
す
の
で
、
乙
れ
を
記
念
し
て

日
に
誕
生
さ
れ
た
赤
ち
ゃ

ん
に

創
業
の
自
に
当
る
今
年
十
月

一

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す。

自
に
誕
生
さ
れ
た
方
に
お
祝
い

乙
れ
は
.
郵
便
局
の
簡
易
保

の

品
を
贈
る
も
の
で
す
。

険
が
大
正
五
年
に
創
業
さ
れ
、

該
当
主
れ
る
ち
は
、
大
村
郵

今
年
で
丁
度
六
十
年
目
を
迎
え
便
局
へ
申
し
出
て
下
さ
い
。

乙
の
ほ
か
、
簡
易
保
険
で
は

加
入
者
ホ
i
ム、

保
養
セ

ン
タ
ー

診
療
所
な
ど
の
福
祉
施
設
を
全
国

各
地
に
設
置
し

、
加
入
者
の
福
祉

の
犠
進
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た‘

創
業
記
念
日
に
ち
な
ん

で、

毎
年
十
月
を
「
簡
易
保
険
月

間

-
と
名
付
け
て
い
ま
す
が
、
今

年
は
創
業
六
十
周
年
を
記
念
し
て

全
国
的
に
P
R
活
動
と
新
加
入
運

動
を
展
開
し、

簡
易
保
険
ピ
対
す

る
皆
様
の
理
解
と
信
頼
を
一

層
深

め
る
と
共
に
、
ま
だ
簡
易
保
険
に

加
入
さ
れ
て
い
な
い
方
々
に
も
積

極
的
に
呼
び
か
け
、

保
障
の
あ
る

生
活
を
送
り
‘
安
心
し
て
働
け
る

よ
う
お
勧
め
し
て
い
ま
す。

乙
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
郵
便
局
の

簡
易
保
険
に
加
入
さ
れ
ま
す
よ
う

お
勧
め
し
ま
す
。
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市政だより(5) 

⑨ 

ま
ち
の
つ
く
り

犬
の
登
録
と

狂

犬

明

る

病

の

予
防
注
射
実
施

月日(曜)I 実 施 場 所 |実施時間

10月(金1)日1士IIJ 役 所 1 10:00~15:00
今村公民館 10: 30~11: 00 

10月4日 溝陸公民館 11: 15~11: 30 
(月) 三浦出張所 13:30~14 : 00 

農協西部営業所 14:30~15 : 0。

平小川(倉田宅前) 10:00~10:30 

10月5日 鈴田出張所 11:00-11:30 
(火)岩松駅前 13:00~14:0。

14:30~15:00 I 

10月(水6〉日1中地区住民センター 110:00-15:00

福重出張所 10:30-11:30 
10月7日

富 ノ原 公民館 13: 00-14: 00 (木〉

植松公民詰 14: 30~15: 00 

諏訪公民館 10: 00-11・30
10月、8日

池田公民館 13:00~14 : 00 
(金)

徴神堂前広場 14:20-15:00 

野岳湖パス停 10:30~11:DO 

10月12日 東光寺公民館 11:15~11:30 

(火〕 松原出張所 13 : 00~14:00

武留路公民館 |間引:

10月(水1)3日1竹松出張所 110:00-15.00

黒木ノミス終点 10: 00~10: 15 

黒木小学校下 10:30~11:00 

10月14日
久良原営林署 11:15~11:30 

(木)
萱瀬出張所 13:00~14: 00 

南川内(鶴本宅前) 14:15~14: 30 

萱瀬小学校 14:50~15:10 

農協第 1支所 15:20~1B:00 

10月(金15)日I大村保健所 110:00~15: 00 

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

は
、
狂
犬
病
予
防
法
第
四
条
で
、

犬
の
所
有
者
は
毎
年
一
回
登
録
申

請
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
な

っ
て
お
り
、
同
法
第
五
条
は
、
犬

の
所
有
者
は
、
そ
の
犬
に
狂
犬
病

予
防
注
射
を
六
カ
月
ご
と
に
受
け

さ
せ
る
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

必
ず
登
録
と
注
射
を
受
け
て
下

りおおむ

日程表犬の登録と狂犬病予防注射

さ
い
。

対
象生

後
九
十
一
日
以
上
の
犬

手
数
料

登

録

一

頭

三

百

円

注
射

H

五
百
九
十
円

(
県
が
徴
収
す
る
手
数
料
規
則

の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
九
月
一

日
か
ら
狂
犬
病
予
防
注
射
手
数

い

暮

下

し

料
等
が
変
り
ま
し
た
)

お
願
い

犬
は
丈
夫
な
鎖
な
ど
で
つ
な
い

で
つ
れ
て
き
て
下
さ
い
。

ま
た
、
登
録
と
注
射
が
す
ん
だ

犬
に
は
、
首
輪
に
必
ず
鑑
札
を
つ

け
て
下
さ
い
。

当
日
は
、
受
付
が
混
雑
し
ま
す

の
で
、
つ
り
銭
が
い
ら
な
い
よ
う

に
ど
協
力
下
さ
い
。

※
日
程
は
別
表
の
と
お
り

午
後

O
時
か
ら
一
時
ま
で
休
け

い
し
ま
す
。

犬
の
避
妊
手
術
に

補

助

金

狂
犬
病
定
期
予
防
注
射
実
施
期

間
中
に
申
請
の
あ
っ
た
も
の
に
対

し
て
は
、
補
助
金
が
つ
き
ま
す
。

水

道
ム
オ
ス
一
頭
当
り
手
術
料
三
千

五
百
円
(
飼
い
主
負
担
二
千
五

百
円
)

ム
メ
ス
一
頭
当
り
手
術
料
七
千

円
(
飼
い
主
負
担
五
千
五
百
円
)

希
望
者
は
、
印
鑑
持
参
の
上
予

防
注
射
会
場
で
申
込
み
下
さ
い
。

鑑
札
再
交
付
手
数
料

ム
犬
鑑
札
再
交
付
手
数
料

二
百
五
十
円

&
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
再
交
付

手

数

料

百

円

人骨
畜最 n-. 

三宅絶五
存犬対し

22に飼
被しゃい

雲供ぞは
おに 三三
よよ J 

びり

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
苦
情

が
出
て
い
ま
す
。

他
人
に
迷
惑
を
か
け
る
犬
の
放

し
飼
い
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

未
登
録
犬
、
放
し
飼
い
の
犬
は

捕
獲
し
ま
す
の
で
、
た
だ
ち
に
登

録
を
す
ま
せ
、
正
し
い
犬
の
飼
い

方
を
し
ま
し
ょ
う
。

。
不
用
犬
の
回
収
日
は
毎
月
四
・

十
四
・
二
十
四
日
の
午
前
中
。

な
お
他
の
日
は
、
森
園
町
の
県

畜
犬
抑
留
所
ま
で
持
っ
て
い
っ
て

下
さ
い
。

回
収
箱
は
、
市
役
所
と
各
出
張

所
に
あ
り
ま
す
。

-
j

・t
)
三
〈
f
-
J
J
〉
・'t
i
r
-
-
f
.
f
'
J
〉、
ya--』

t
f
e
e
t
F
-
f
J
〉、，
rt
-t
f
t，d

v

選

挙

シ

リ

ー

ズ

川

へ

川

議

員

、

首

長

の

選

び

か

た

~

へ

J

山
一
般
に
議
員
と
名
の
つ
く
人
共
団
体
の
代
表
者
と
い
う
乙
と
ん

V

は
国
会
議
員
か
ら
市
町
村
の
議
に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
私
刈

V

会
の
議
員
に
い
た
る
ま
で
、
有
た
ち
有
権
者
は
考
え
を
新
た
に

f

f

権
者
で
あ
る
私
た
ち
は
、
議
員
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
川

八
は
議
会
に
お
い
て
の
自
分
の
代
議
会
の
議
員
は
私
た
ち
有
権
ゾ

~
弁
者
で
あ
り
、
ま
た
自
分
た
ち
者
の
代
弁
者
で
は
あ
り
ま
す
が
(

ψ

の
代
表
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
自
分
が
選
ん
だ
議
員
だ
か
ら
と
~

九

で

選

ん

で

い

ま

す

。

い

っ

て

個

人

的

な

こ

と

で

負

担

い

~
し
か
し
首
長
で
あ
る
知
事
や
を
か
け
過
ぎ
る
乙
と
は
、
議
員

f

~
市
長
の
場
合
は
、
議
員
と
は
性
本
来
の
活
動
を
鈍
ら
せ
る
乙
と

J

~
格
が
変
り
ま
す
。

に
な
り
ま
す
か
ら
注
意
し
ま
し

M

V

知

事

や

市

長

は

、

県

や

市

の

よ

う

。

~

J

行
政
を
担
当
す
る
た
っ
た
一
人
県
民
で
あ
り
、
市
民
で
あ
る
)

R

の
行
政
専
門
職
で
す
。
乙
の
点
私
た
ち
は
.
自
分
た
ち
の
代
表
伊

い
知
事
や
市
長
は
自
分
の
代
弁
者
と
し
て
選
び
出
し
た
首
長
、
議
~

机
で
あ
り
、
代
表
と
い
う
わ
け
に
員
の
活
動
を
四
年
間
し
っ
か
り

ν

V

は

ま

い

り

ま

せ

ん

。

見

つ

め

て

お

き

ま

し

ょ

う

。

凡

~
わ
か
り
き
っ
た
乙
と
で
す
が
当
然
の
乙
と
で
す
が
、
こ
れ
ザ

バ
知
事
や
市
長
に
当
選
す
れ
ば
、
が
私
た
ち
有
権
者
の
責
任
で
あ
い

~

当

然

、

県

や

市

と

い

う

地

方

公

り

ま

す

。

九

J

戸
、

'athv--
、JeF-J
、3
-
1
2
，‘、f
，
J1----
、J
-
2
-
4
3
-『
-e-'K-fe
，f
a
-
f
、J
-，
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お

し

り

b お市政だより

10月の日曜当番医

日i 診療科目 ! 病(医)院名 |所在

l 円・産婦人科 長野病院

外科 佐藤 医防

Z 科 出口医 白
10 

-内科 渡辺医 B

⑨ 

急

つ せ

る
人
、
そ
の
他
医
師
が
接
種
し

な
い
方
が
よ
い
と
認
め
た
人
は

予
防
接
種
を
受
け
な
い
で
下
さ

日
程
は
下
記
の
と
お
り
。

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
二
時

ー
三
時
三
十
分

時
間

田崎医院

岩崎医院

午前 9時~午後6時

午
後
一
時
三

十
分

i
三
時

十
分

場
所

科

科

診療時間

中
地
区
公
民

館
(
中
央
町

バ
ス
停
下
車
)

外

眼

下

水

道

{主

インフルエンザ予防接種目程表

接種会場
1
1回目

1
2@j目

役 所l附日lm日
黒木小学校 (火) 1 C火)

諏訪公民館 i
10月13日三浦幼稚園 10月6日

東大村小学校 (水〉
(水)

古町公民館

宮小路公民館

11分団詰所(福重)
(木) I 木)

中地区公民館 11旧日
11附日

植松保育園 (火) I (火)
竹松出張所

10月27日鈴田出張所 10月20日

一 萱 瀬 出 張 所 (水) (水)

松原公民館 (木) I C*) 

圏

3
歳
児
健
康
診
査

場
所分

市
役
所
第
一
会
議
室

午
後
一
時

l
二
時
三
十
分

対
象
昭
和
四
十
八
年
三
月
生
れ

及
び
四
十
七
年
九
月
か
ら
四
十

八
年
二
月
生
れ
で
、
ま
だ
健
診

を
受
け
て
い
な
い
人

日
時
九
月
二
十
八
日
(
火
)

午
前
九
時
三
十
分
l
十
時
三
十

料
金

無
料

注
射
と
問
ハ
〕

題
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予

防

接

種

該
当
者
三
歳
以
上
の
人
で
接
種

を
希
望
す
る
人

接
連
切
数

二
回

関
妊
婦
教
室

料

金

無

料

注
意
鶏
卵
に
対
す
る
特
異
体
質
毎
月
市
役
所
健
康
相
談
室
で
行

の
人
、
熱
の
あ
る
人
、
心
臓
、
っ
て
い
ま
す
が
、
九
・
十
月
は
中

じ
ん
瞬
、
糖
尿
病
.
か
っ
け
、
地
区
公
民
館
で
下
記
の
と
お
り
行

胸
腺
り
ん
ぱ
体
質
の
疑
い
の
あ
い
ま
す
。

一話一

m
m
一

m
m印
刷

mmM
一

号一
孟一

q
d

一

o
d
4
i
q
d

一

司
同
一

一

-

一

一

一

-

一

一

一

一

Q

d

n凸

一

q
ρ
F
L
D
q白

q
a
o凸

地
一
城

津

「
剛
1
J剃

城

町

町

三

本

東

古

西

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ど
持
参

下
さ
い
。

な
お
、
現
在
、
は
し
か
な
ど
病

気
に
か
か
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
は

次
回
健
診
日
に
お
受
け
下
さ
い
。

l月日 |

(¥ 0 ()() iTl 0はじめて母親となる心得
i 9月22日l
水)~ I ~妊娠中の保健(乳房マッサージの実習)

0映画 P生命の創造ゲ

9月29日|0妊娠中の栄養のとり方(貧血食の実習)

(水) 1

0安産のために(補助動作、妊婦体操の
! 実習〉

1
0産後の保健110月 6日1~~-:-V~~;>~ . _ ~ V~ _ • ...1 

(水 1

0育児(赤ちゃんの入浴のさせ方、日光|
| 浴などの実習 -1

10月13日I~~， " '"' _ ， _~ 
I ~Vé;k) ~ 10乳引の心理

(水) I 

l (水〉 10家庭の幸せ…ζ(家族計画〉

r.て'
イヨ・

妊 婦教室日程表

内

み

町

い

よ

園
こ
ん
に
ち
は

保

健

婦

で

す

十
月
の
健
康
相
談
室
日
程
は
次

の
と
お
り
で
す
。

十
月
二
十
日
の
妊
婦
相
談
は
、

都
合
に
よ
り
中
止
し
ま
す
。

試

験

認
簿
記
検
定
試
験

十
一
月
七
日
(
日
)

午
前
九
時

試
験
地
大
村
商
工
会
議
所

受
付
期
間
九
月
二
十
日

t
十
月

十
四
日

一
級
千
五
百
円

千
円
、
三
級
八
百
円

六
百
円

東
三
城
町
六
1

一

大
村
商
工
会
議
所

試
験
日

受
験
料

二
級

四
級

申
込
先

一

無

料

登

記

一

~
人
権
相
談
所
を
開
設
一

↑
無
料
登
記
相
談
所
並
び
に
一

~
無
料
人
権
相
談
所
を
次
の
と
↑

.
お
り
開
設
し
ま
す
の
で
、
登
…

一
記
や
人
権
な
ど
の
諸
問
題
に
一

-
つ
い
て
お
園
り
の
方
は
、
遠
一

-
慮
な
く
お
気
軽
に
ご
相
談
下
一

↑

さ

い

。

一

日
時
十
月
一
日
午
前
九
…

一

時

三

十

分

t
午
後
三
時
三
…

一

十

分

一

十
一場
所
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
一

-

I

一
階
会
議
室

一

~
主
催
長
崎
県
司
法
書
士
会
↑

.

大

村

支

部

一

後

援

一

-

大

村

人

権

擁
護
委
員
協
議
一

一

会

長

崎

地

方

法

務

局

大

一

一

村

支

局

一

一

厚

生

。

国

民

年

金

一

一

相

談

日

を

開

設

一

一

日

時

九

月

二

十

二

日

一

一

午

前

十

時

t
午

後

三

時

一

一
場
所
市
役
所
市
民
相
談
室
一

一

お

気

軽
に
ど
う
ぞ
一
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⑨ 

正

し

募

集

圏
県
営
住
宅

市
営
住
宅
の
入
居
者

昭
和
五
十
年
度
建
設
し
た
住
宅

の
補
充
入
居
に
つ
い
て
次
の
住
宅

の
申
込
み
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

O
県
営
住
宅

(常
盤
団
地
)
A
l
1
棟

一
種

①
老
人
向
住
宅

②
多
家
族
向

住
宅

③
母
子
家
庭
住
宅

(常
盤
団
地
)
A
l
l
棟
二
種

①
老
人
向
住
宅

②
母
子
家
庭

住
宅

。
市
営
住
宅

(東
諏
訪
団
地
)
B
C
D
棟
二
種

①

一
般
向
住

宅

②

母
子
家
庭

住
宅

な
お
.
右
記
の
住
宅
の
申
込
に

つ
い
て
は
補
充
入
居
分
に
つ
き
空

き
家
が
発
生
し
た
時
点
で
抽
選
の

対
象
者
と
な
り
ま
す
。

受
付
日
時
①
平
日
八
時
三
十
分

か
ら
十
七
時
ま
で

②
土
曜
日
八

時
三
十
分
か
ら
十
二
時
ま
で
随
時

受
付
け
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
市
建
築
課

へ。

留

郵

政

職

員

九
州
管
内
、
東
京
及
び
京
阪
神

地
区
の
郵
便
局
に
勤
務
す
る
外
務

使

お

つ

職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す

募
集
期
間

九
月
二
十
五
日
ま
で

受
験
資
格

九
州
京
阪
神
地
区

昭
和
二
十
六

年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
三
十
四

年
四
月

一
日
ま
で
に
生
れ
た
男

子
東
京
地
区
昭
和
二
十

一
年
四
月

一一日

l
昭
和
三
十
四
年
四
月
一

日
ま
で
に
生
れ
た
男
子

九
州
管
内
に
勤
務
す
る
内
務
職

員

(
男
子
)
に
つ
い
て
も
次
の
と

お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

。
第
一
次
試
験

試
験
日
十
月
十
日

試
験
種
目

教

養
試
験
、
適
性
検

査
、
作
文
試
験

試

験

地

長
崎
市
、
佐
世
保
市
外

。
第
二
次
試
験

試
験
日
十
一
月
上
旬

l
中
旬

試
験
種
目
面
接
試
験
、
身
体
検

査
※
詳
し
く
は
最
寄
り
の
郵
便
局
へ

臨
海
上
保
安
学
校
・

大

学

校

受
付
期
間
九
月
二
十
八
日

l
十

月
十
八
日

受
験
資
格

昭
和
二
十
八
年
四
月

一
一日

(大
学
校
は
昭
和
三
十
一

年
四
月
二
日
)
以
降
生
れ
の
男

み

道

路

ん

な

の

子
で
高
卒
者
、
ま
た
は
高
卒
見

込
者

第
一

次
試

験

大

学
校
学
生

十

一
月
二
十
七
・
二
十
八
日

学
校
学
生
十
一
月
二
十
八
日

間
合

立
佐
世
保
市
干
尽
町
四
番

一
号
佐
世
保
市
海
上
保
安
部

E
@
i
四
八
四
二

題
懸

賞

標

語

資
源
や
環
境
の
制
約
の
中
で
、

物
質
的
な
繁
栄
の
み
だ
け
で
な
く

真
に
豊
か
な
生
活
を
と
り
も
ど
す

た
め
、
「
資
源
の
リ
サ
イ
ク
リ
ン

グ
や
も
の
を
大
切
に
す
る
」
標
語

を
募
集
し
ま
す
。

，
テ
l
マ

資

源

と
く
ら
し

応
募
方
法

官
製
は
が
き
に
住
所

氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番

号
を
明
記
し
、

標
語
は
一

枚
に

一
点
と
し
何
枚
で
も
可
。
但
し

未
発
表
の
も
の
に
限
る
。

締
切
十
月
三
十
一
日

送
付
先

長
崎
市
江
戸
町
二
|
一

三

長
崎
県
生
活
課
内

省
資

源
運
動
長
崎
県
推
進
会
議
標
語

募
集
係

血
@
l
一一

一
一

園
農
林
漁
業
写
真

コ
ン
h
J
!

ル

テ
ー
マ

農
林
漁
業
に
関
係
の
あ

つ
」
社
会
福
祉
事
業

平
末
雄
さ
ん
は
亡
長
男
照
和
さ

-

司

・

一

「

費

へ

金

一

封

ん
の
忌
明
に

一
.
い
い

A
田
下
郷
の
田

ム

並

松
郷
の
田
中
茂
さ
ん
は
亡
父
ん

一

ま

川

一

男

さ

ん

要

さ

ん

の

忌

明

に

-
つ
い

は
、
亡
母
サ

企

並
松
郷
の
久
田
繁
太
郎
さ
ん
は

~

也

芯

ダ
さ
ん
の
忌

亡
妻
、
、
、
ノ
さ
ん
の
忌
明
に

・4u
m
」

り

一

‘

明

に

ム

自
衛
隊
第

一
六
普
通
科
連
隊
本
山

あ
一

ム
中
里
郷
の
渡

部
管
理
中
隊
家
族
一
同
む
つ
み
山

付

一

辺

豊
さ
ん
は

会
の
皆
さ
ん
は
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

一

寄

一

亡

母
タ
カ
さ

l

パ
ザ
!
の
収
益
金
を

「

一

ん

の

忌

明

に

A
竹
松
町
の
出
口
恭
子
さ
ん
は
、

「|一

A
中
岳
郷
の
柿

拾
得
金
の
還
付
金
を

る
も
の

色
彩

黒
白
・

カ
ラ
l
プ
リ
ン
ト

サ
イ
ズ
キ
ャ
ビ
、不
判
以
上
で
単

写
真

・
組
写
真
の
二
部
門

応
募
点
数
制
限
な
し

締
切
十
月
十
五
日

応
募
先
東
京
都
台
東
区
秋
葉
原

一
一
|
一
二
日
本
農
業
新
聞
「
農

業
祭
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」

係

i蕎

習

必』
宮支

圏
内
ミ
リ
映
写
機

操
作
技
術
認
定
講
習
会

主
催

市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

日
時
九
月
二
十
九
日
・
三
十
日

午
後
六
時

t
九
時

場
雨
中
央
公
民
館

対

象

一

般
成
人

定
員

・四
十
人

申
込

電
話
か
ハ
ガ
キ
で
申
込
ん

で
下
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す

申
込
先

久
原
郷
一
の
一
ハ
中
央

公
民
館
内
)
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ

E
②
|
四
三
二
一

国
英
会
話
教
室

ハ
ワ
イ
で
生
れ
滞
米
生
活
四
十

年
の
体
験
を
も
た
れ
帰
国
後
も
長

崎
大
学
、

Y
M
C
A
な
ど
で
指
導

さ
れ
た
先
生
の
英
会
話
教
室
で
す

臼
時
十
月
六
日

t
十
二
月
十
五

目、

毎
週
水
曜
日
。
午
後
七
時

l
九
時
、
十
回
。

場

所

中

央
公
民
館

対
象
一
般
成
人

定
員
三
十
人

受
講
料
無
料
(
教
材
費
は
実
費
)

講
師
中
野
信
夫
先
生

申
込
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職

業
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

ハ
ガ
キ
か
電
話
で
申
込
ん
で
下

大」い
。

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す

申
込
先

久
原
郷

一
の
一
中
央

公
民
館

E
②
i
四
三
二
一

圏
第

5
回婦

人
教
養
講
座

演
題
「
乙
れ
か
ら
の
婦
人
の
教

養
と
生
き
方
」

い
ろ
い
ろ
な
情
報
の
多
い
現

代
生
活
の
中
で
、
と
も
す
る
と

私
た
ち
は
生
き
る
乙
と
へ
の
迷

い
と
不
安
と
い
っ
た
も
の
を
覚

え
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か

そ
乙
で
、
今
回
は
、
こ
れ
か

ら
の
社
会
に
ど
の
よ
う
な
教
養

が
大
事
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
に

生
き
た
ら
よ
い
か
に
つ
い
て
考

え
ま
す
。

講
師
江
川
み
き
先
生

日
時
九
月
二
十
一
日
(
火
)

午
前
十
時
か
ら
(
時
間
厳
守
)

場
所
中
央
公
民
館

申
込
中
央
公
民
館
へ
電
話
で
申

込
ん
で
下
さ
い
。
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催

し

も

の

む

園
大
村
諌
早
市
民
劇
場

例

会

イ

ブ

セ

ン

作

「
幽
霊
」

市政だより

日
時
九
月
十
九
日
(
白
)

午
後
六
時
三
十
分
開
演

場
所
市
民
会
館

公
演
俳
優
座
(
山
本
圭
、
村
瀬

幸
子
、
小
笠
原
良
和
他
)

入
場
料
大
人
二
千
五
百
円

高
校
生
千
円

小
・
中
学
生
五
百
円

-

南

画

展

期
臼
十
月
九
・
十
・
十
一
日

場
所
中
地
区
公
民
館

出
品
者
一
瀬
春
郷
・
才
木
清
雲

山
口
翠
川
・
中
村
友
碩
各
先
生

出
品
点
数
約
百
点

圏
第

5
回

良
い
映
画
を
見
る
会

主
催
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

日
時
・
場
所

九
月
二
十
五
日
(
土
)

川
午
後
-
一
t
二
時
四
十
分

中
地
区
公
民
館

刷
午
後
七

l
七
時
四
十
分

中
央
公
民
館

対
象
小
・
中
学
生
、
父
兄

入
場
料
無
料

映
画
「
赤
い
風
船
」
十
六
ミ
リ

カ
ラ
1
、
四
十
分
、
フ
ラ
ン
ス

児
童
映
画
、
文
部
省
選
定
、
芸

術
祭
参
咽
作
品
、
優
秀
映
画
鑑

賞
会
推
薦
、
カ
ン
ヌ
映
画
祭
グ

ラ
ン
プ
サ
受
賞
、
そ
の
他
十
五

の
金
賞
を
受
賞

解
説
あ
る
日
パ
り
に
住
む
一
人

の
少
年
が
学
校
へ
行
く
途
中
、

街
燈
に
ひ
っ
か
か
っ
て
い
る
風

川

水

道

だ

よ

り

一

一
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
管
理
を
一

一
家
の
増
改
築
や
庭
づ
く
り
な
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
は
一

一
ど
で
、
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
時
々
掃
除
を
し
て
き
れ
い
に
し
…

叫
ス
が
床
下
や
屋
内
に
な
っ
た
り
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
一

川
地
下
に
埋
っ
た
り
す
る
と
き
は
犬
は
出
入
口
や
メ
ー
タ
ー
ボ
丸

小
検
針
の
し
や
す
い
場
所
へ
移
し
ッ
ク
ス
か
ら
離
し
て
つ
な
ぎ
ま
…

v

て

下

さ

い

。

し

よ

う

。

一

川

air--3・Z-t'2・2
・.. ‘
5
・'rt・--et--a-ztzZ535‘
--eg--

⑨ 

き

よ-つ
も

さ

わ

や

か

船
を
見
つ
け
た
。
そ
の
風
船
と

少
年
の
心
あ
た
た
ま
る
感
動
の

物
語
グ

備
考
親
子
で
ご
鑑
賞
下
さ
い
。

※
詳
し
く
は
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ

リ
l
へ
o
E
②
l
四
三
二
一

園
九
州
芸
術
祭

邦
楽

4
人
の
会
演
奏
会

九
州
の
広
域
文
化
発
展
の
た
め

に
実
施
さ
れ
る
九
州
芸
術
祭
が
、

大
村
で
行
わ
れ
ま
す
。

邦
楽
四
人
の
会
は
、
日
本
の
伝

統
楽
器
に
よ
る
古
典
継
承
、
現
代

曲
の
積
極
的
再
演
、
創
作
曲
な
ど

の
演
奏
を
国
内
は
も
と
よ
り
、
国

際
的
な
場
で
続
け
て
い
ま
す
。

日
時
十
月
二
十
六
日
(
火
)

午
後
六
時
三
十
分
開
演

場
所
市
民
会
館

演
奏
邦
楽
四
人
の
会

尺

八

北

原

霊

山

十
七
位
黒
沢
和
雄

筆

後

藤

す

み

子

高
畑
美
登
子

曲
目
琉
球
民
謡
に
よ
る
組
曲
、

九
州
民
謡
に
よ
る
組
曲
、
春
の

海
、
瀬
音
、
岩
清
水
外

入

場

料

一

般

八

百

円

学
生
六
百
円

前
売
券
発
売
所
森
竹
電
気
、
ァ

オ
パ
ラ
ジ
オ
、
長
崎
書
居
、
市

役
所
市
民
相
談
室
、
中
央
公
民

き

れ

い

な

道

路

出場

校

フェンシ J ゲチーム

J、
宅吉
田1

佐賀国体

陽向

館
、
中
地
区
公
民
館
、
図
書
館

市
内
音
楽
団
体

※
お
問
合
せ
は
市
社
会
教
育
課
へ

ス
ポ

ー
ツ

園
大
村
一見
彼
地
区

柔
道
昇
段
審
査
会

日
時

九
月
二
十
五
日

午
後
一
時
三
十
分

市
武
道
館

実
技
、
学
科
、
投
の
形

初
段
か
ら
三
段
ま
で

大
村
東
彼
地
区
柔
道
協
会

内土曇
容所

±ド

催
関
柔
道
教
室

対
象

一
般
、
高
校
、
中
学
、
小

向
陽
高
校
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
チ
ー

ム
は
、
国
体
県
予
選
大
会
で
個
人

一
三
一
・
三
位
を
獲
得
し
、
更
に

九
州
予
選
で
優
勝
、
十
月
佐
賀
で

開
催
さ
れ
る
国
体
に
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
暖
か
い
ご
声
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

最
督
東
山
克
明
さ
ん

選
手
平
倉
昌
子
大
」
ん

H

鍛
治
美
佐
子
さ
ん

村
川
ひ
と
み
さ
ん

学
生

何日
習
日
毎
週
火
・
木
曜
日

午
後
六

i
八
時

場
所
市
武
道
館

参
加
申
込
練
習
日
に
武
道
館

(
血
②
l
四
八
三
六
)
ま
た
は

大
村
市
柔
道
協
会
(
血
①
l
七

八
一
一
)
へ

申
込
期
限
九
月
三
十
日

臨
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の

-
E
E

戸、、

信
罰

'
t
v

楽
し
く
、
汗
を
か
き
な
が
ら
、

友
達
の
輪
を
ひ
ろ
げ
よ
う
。

多
く
の
人
の
お
い
で
を
お
待
ち

し
ま
す
。

日
時
九
月
三
十
日

I
十
二
時

場
所
市
民
体
育
館

対

象

婦

人

午
前
十
時

…
台
風
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
…

安
易
に
考
え
て
あ
と
で
後
悔
し
…

…
な
い
よ
う
に
、
台
風
情
報
に
注
意
…

…
し
て
防
災
準
備
は
早
自
に
し
ま
し
…

日

よ

・

つ

。

日

(
ム
ロ
風
斗
別
に
)

…
・
テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
、
煙
突
、
看
…

板
な
ど
は
、
風
で
倒
れ
な
い
よ
…

う
に
し
っ
か
り
取
付
け
ま
し
ょ
…

ぅ
。
倒
れ
て
電
線
を
切
る
と
大
一

変
危
険
で
す
。

…
@
樹
木
や
雨
ど
い
、
看
板
の
支
線
…

な
ど
電
線
に
ふ
れ
て
い
る
所
は
日

な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
も
風
日

で
電
線
を
切
る
こ
と
が
あ
り
信
…

険
で
す
。
こ
の
よ
う
な
箇
所
が
…

あ
り
ま
し
た
ら
九
州
電
力
へ
ど
一

連
絡
下
さ
い
。

(
台
風
後
)

…9
切
れ
た
電
線
や
低
く
た
れ
さ
が
一

っ
て
い
る
電
線
に
は
さ
わ
ら
な
日

い
で
、
す
ぐ
九
州
電
力
へ
ど
連
…

絡
下
さ
い
。

ゅ

.
(

-
d

一一…
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